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　田島知幸先生は、東大医学部卒業の医師であり、他医療機関の循環器内科で臨床医として従事した
後、東大大学院に戻られて、心筋梗塞発症と関わる遺伝子変化の研究に参画されたご経験をお持ちで
す。先生は、医師として、病気と闘う患者さんを救いたいというモティベーションを持ちつつ、臨床
でも、研究でもない医師の第３のキャリアとして、医療機器開発を選ばれ、Alivas社を創立されて
います。
　今では順調にAlivas社は資金調達を達成されていますが、創業当時はどうだったのでしょうか？
資金調達は、アカデミア、特に、医学を含めた理系の出身者にとっては未知の要素であり、大学発
スタートアップの創業者がぶつかる最初の壁であることは間違いありません。田島先生はこの状況を
暗礁に乗り上げると表現し、原因は、起業家側の知識不足と投資家側のビジネスモデルへの理解不足
（投資領域との不一致）の両面を指摘しておられます。田島先生には、医療機器スタートアップを
立ち上げ、資金調達を行ってきた経験に基づき、そもそも起業にあたってどのような資金調達の
選択肢があるのか？技術系スタートアップの特徴と特有の課題、事業計画のポイント、適切な資金
調達の実際などについてご説明いただきます。
　これから起業を志す方が、起業に対して、具体的なイメージを持っていただけると考えています。
もちろん、医療分野以外の現役の学生さんにとっても、卒業後の選択肢としての“起業”を具体的に
知り、自分事としてイメージするためのよい機会になると期待しています。

問合わせ

講演内容

Co-startup Space & Community FUSE
静岡県浜松市中央区鍛冶町100-1
ザザシティ浜松中央館 B1F

アクセス
詳細・お申込みは
コチラから   →

申し込み

講師略歴

＜創業まで＞

2007年　東京大学医学部医学科卒業、医師免許取得（在学中に㈱情報基盤開発の創業に
                   初期メンバーとして関わる）
2009年　日本赤十字社医療センター循環器内科
2012年　東京大学大学院医学系研究科入学・東京大学医学部附属病院循環器内科
2015年　東京大学ジャパンバイオデザイン　フェロー
2016年　東京大学大学院医学系研究科修了・博士（医学）
2017年　株式会社Alivas設立・代表取締役
2017年～　東京大学ジャパンバイオデザイン アシスタントファカルティー
2018年～　千葉大学工学部フロンティア医工学センター 特別研究員
現在に至る

＜創業後＞

2016年～
  ～2020年　Beyond Next Ventures社 BRAVE 優秀賞、東京大学共創プラットフォーム開発
 　　　　  （東大IPC） 第一回起業支援プログラム採択、日本総研 未来2018 メディカル部門
                          ファイナリスト、千葉県産業振興センター ちば中小企業元気づくり基金 成長分野
                          研究開発助成採択、東京都先端医療機器アクセラレーションプロジェクト(AMDAP）
                          採択、三菱UFJ技術育成財団 研究開発助成採択、小笠原科学技術振興財団
                          インキュベンチャー助成採択、METI/JETRO/NEDO J-Startup 2019に選出、
                          NEDO シード期の研究開発型ベンチャーに対する事業化支援（STS）採択、
                          特許庁 IPAS2019採択、東京都AMDAP補助事業 採択
2020年　　   MedVenture Partners㈱およびDBJキャピタル㈱よりシリーズA出資
2022年　　   既存投資家に加えてGEMSEKI、Global Brainおよび個人投資家よりシリーズB出資
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